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２０１９年

令和元年１１月

№２０１

子ども歯みがき教室
　１０月７日（月）さかえ保育所

で「子ども歯みがき教室」が行

われました。

　子どもたちは、歯の模型を

使った保健師さんの説明を真剣

に聞き、一生懸命に歯みがきの

練習をしました。
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（２） おしゃまんべ議会だより 第２０１号

○
令
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元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
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第
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手
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○
災
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慰
金
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等
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関
す
る
条
例
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一
部
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○
特
定
教
育
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保
育
施
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の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
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す
る
条
例

○
特
定
教
育
・
保
育
及
び
特

定
地
域
型
保
育
に
係
る
利

用
者
負
担
に
関
す
る
条
例

の
一
部
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改
正
す
る
条
例

○
公
共
下
水
道
条
例
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一
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を
改
正
す
る
条
例

○
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
町
立
病
院
使
用
料
及
び
手

数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
ガ
ス
供
給
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
教
育
委
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命

○
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元
年
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に
公
表
す
る

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
の
報
告

○
放
棄
し
た
債
権
の
報
告

○
山
越
郡
衛
生
処
理
組
合
の

解
散

○
山
越
郡
衛
生
処
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組
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規
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更

○
平
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年
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事
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計
剰
余
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処
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○
議
員
の
派
遣
承
認

○
所
管
事
務
調
査
及
び
閉
会

中
の
継
続
調
査

※
詳
し
い
議
案
の
内
容
は
、

　
月
号
町
広
報
に
掲
載
さ

１０れ
て
お
り
ま
す
。
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意意意意意意意意意意意

　令和元年第３回定例会は、９月１２日

から２０日までの９日間の会期で開かれ

ました。

【９月１２日】

　木幡町長から行政報告が行われ、そ

の後、条例の一部改正や補正予算等の

審議をしました。

　また、教育委員会委員に大山喜美子

氏を任命することに同意しました。

　平成３０年度決算は、議長及び議選監

査委員を除く８名の委員で構成する決

算審査特別委員会へ付託しました。

【９月１８日】

　一般質問に４人の議員が登壇し、町

政に対しての所見を伺いました。

【９月２０日】

　決算認定の採決を行い、意見書案３

件などを可決しました。

　慎重に審議した結果、本定例会に提

案された議案すべてを原案のとおり可

決し、閉会しました。

報報報報報報報報報報報
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（３）おしゃまんべ議会だより 第２０１号

　９月１２日開会の第３回定例会において、平成３０年度一般会計及び特別会計並びに

各企業会計の決算を審査するため、議長と議会選出の監査委員を除く８名で構成す

る決算審査特別委員会を設置しました。

　休会中に審査した結果を９月２０日の最終日に報告し認定しました。

　　◎決算審査特別委員会　　委員長　辻　　紀樹　　副委員長　北川　佳嗣

◆　平成30年度一般・特別・企業会計決算状況　◆

差　 引 　額歳　　　　　出歳　　　　　入会　　　計　　　名

1億2,080万1千円50億7,202万3千円51億9,282万5千円一　　　般　　　会　　　計

94万9千円9,902万8千円9,997万8千円後期高齢者医療
特

別

会

計

△ 5,476万7千円8億1,694万8千円7億6,218万円国民健康保険

3,482万8千円7億9,508万9千円8億2,991万7千円介　護　保　険

700万2千円5億5,580万8千円5億6,281万1千円公共下水道事業

収益的支出総額 1億541万2千円

資本的支出総額 6,120万7千円

収益的収入総額 1億723万2千円

資本的収入総額 3,830万6千円
ガ　ス　事　業

企

業

会

計

収益的支出総額 1億3,973万9千円

資本的支出総額 5,960万1千円

収益的収入総額 1億5,699万3千円

資本的収入総額 856万円
水　道　事　業

収益的支出総額 6億900万3千円

資本的支出総額 1,088万6千円

収益的収入総額 5億7,658万9千円

資本的収入総額 112万2千円
病　院　事　業

歳入、歳出差引額の不符合は、端数処理により生じたものである。

平平成成3300年年度度各各会会計計決決算算をを認認定定平成30年度各会計決算を認平成30年度各会計決算を認定定

平成３０年度決算審査特別委員会



一

般

質

問

（４） おしゃまんべ議会だより 第２０１号



一

般

質

問

（５）おしゃまんべ議会だより 第２０１号

メ
ー
ジ
や
資
産
価
格
低
下
に

も
繋
が
る
。
そ
こ
で
次
の
２

点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
１
点
目
。
数
年
前
か
ら
空

き
家
の
撤
去
費
用
を
助
成
す

る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

助
成
額
は
撤
去
費
用
の
１
割

ほ
ど
だ
が
、
所
有
者
が
空
き

家
を
取
り
壊
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
の
事
例
も
あ
る
。

ま
た
、
屋
根
の
積
雪
で
空
き

家
が
倒
壊
す
る
危
険
を
未
然

に
防
ぐ
等
々
を
考
慮
し
、
建

物
撤
去
費
用
を
助
成
す
る
制

度
を
新
設
し
て
は
。

　
２
点
目
。
以
前
、
本
会
議

で
の
質
問
に
対
し
「
空
き
家

等
の
状
態
と
周
知
へ
の
影
響

の
程
度
を
踏
ま
え
、
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
基

準
や
、
北
海
道
の
手
引
き
等
、

整
合
性
を
取
り
な
が
ら
町
の

実
情
に
合
っ
た
判
断
基
準
と

運
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

関
係
各
課
と
協
議
を
進
め
な

が
ら
検
討
す
る
」
と
答
弁
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
は
。

　
町
長
　
１
点
目
、
倒
壊
等

の
危
険
性
の
あ
る
空
き
家
等

に
あ
っ
て
も
個
人
の
財
産
で

あ
り
、
所
有
者
等
が
責
任
を

持
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
所
有
者
等
の
中
に
は
、
解

体
費
用
を
用
意
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
も
い
る
。
所
有
者

の
自
発
的
な
除
却
を
促
進
す

る
た
め
に
、
危
険
性
の
あ
る

空
き
家
等
の
除
去
に
関
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
支

援
制
度
に
つ
い
て
は
、
他
の

自
治
体
の
対
策
を
参
考
に
す

る
な
ど
、
今
後
、
長
万
部
町

の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
効

果
的
な
施
策
に
な
る
よ
う
な

支
援
制
度
を
検
討
し
て
い
く
。

　
２
点
目
、
空
き
家
等
に
関

す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
に

つ
い
て
、
住
宅
密
集
地
以
外

の
１
２
１
件
に
つ
い
て
も
現

地
外
観
調
査
を
行
い
、
４
１

１
件
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
入

力
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
固

定
資
産
課
税
情
報
に
よ
り
所

有
者
の
特
定
を
行
い
デ
ー
タ

を
整
備
中
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
所
有
者
の
特
定

で
き
た
物
件
に
つ
い
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
向
調
査

を
実
施
し
、
空
き
家
の
状
況

や
所
有
者
の
意
向
の
把
握
に

努
め
、
適
切
な
管
理
の
推
進

を
要
請
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
倒
壊
の
危
険
性
な

ど
の
ほ
か
、
生
活
環
境
、
防

災
、
防
犯
な
ど
多
く
の
問
題

点
が
あ
り
、
関
係
各
課
で
協

議
を
し
て
対
応
し
て
き
て
い

る
が
、
さ
ら
に
役
場
内
で
の

対
策
体
制
の
強
化
を
図
り
、

空
き
家
等
対
策
計
画
の
策
定

に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

　
大
谷
　
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
建
物
が
何
軒
か
あ
り
、
早

め
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
支
援
制
度
や
計
画
の
策
定

は
、
い
つ
ま
で
に
検
討
す
る

の
か
。

　
町
民
課
長
　
進
捗
状
況
に

よ
る
が
、
所
有
者
の
特
定
が

で
き
た
部
分
に
つ
い
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
向
調
査

を
実
施
し
、
年
度
内
を
目
標

に
し
て
や
っ
て
い
く
。
そ
の

結
果
を
基
に
助
成
制
度
の
検

討
や
、
計
画
の
体
制
を
進
め

空き家対策の現状と課題と
　　　　　　今後の取り組みは
（町長）効果的な施策になるような　　

支援制度を検討

― 大谷　敏弥　議員 ―
　
大
谷
　
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
で
、
ま
す
ま
す
空
き

家
が
増
え
て
く
る
。
管
理
が

行
き
届
か
な
い
ま
ま
放
置
さ

れ
れ
ば
、
地
域
の
防
災
や
住

環
境
に
影
を
落
と
す
。
ま
た
、

治
安
面
や
衛
生
面
な
ど
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
、
町
の
イ

て
い
き
た
い
。

　
大
谷
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
意
向
調
査
は
い
つ
ま
で
に

終
わ
ら
せ
る
の
か
。

　
町
民
課
長
　
年
度
内
を
目

標
に
発
送
し
、
来
年
度
に
は

そ
れ
を
ま
と
め
、
検
討
課
題

を
固
め
て
進
め
た
い
。

　
大
谷
　
所
有
者
の
特
定
が

で
き
て
な
い
物
件
は
何
軒
か
。

　
町
民
課
長
　
デ
ー
タ
件
数

は
４
１
１
件
で
、
そ
の
う
ち
、

更
地
に
な
っ
て
い
た
り
使
用

者
が
判
明
し
た
件
数
を
除
く

と
３
７
６
件
。
現
在
、
そ
の

中
で
所
有
者
情
報
が
確
認
さ

れ
て
る
の
は
３
３
９
件
で
あ

り
、
残
り
　
件
が
特
定
で
き

３７

て
い
な
い
。

倒壊の危険がある建物
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柏
倉
　
高
齢
者
生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
家
賃
が
町
の
収

入
と
な
り
、
食
費
、
管
理
費

は
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
ム
長
万
部

の
収
入
と
な
る
。
家
賃
は
年

収
に
よ
り
区
分
が
分
か
れ
て

お
り
、
１
５
０
万
円
以
下
の

場
合
、
単
身
用
居
室
は
月
額

１
万
５
千
円
と
な
る
。
と
こ

ろ
が
、
年
収
が
国
民
年
金
の

み
の
方
は
、
満
額
支
給
で
も

月
額
６
万
５
千
円
ほ
ど
で
、

年
額
に
す
る
と
　
万
円
と
な

７８

り
、
食
費
、
管
理
費
を
支
払

う
と
手
元
に
は
残
ら
な
い
状

況
と
な
り
、
家
賃
を
支
払
う

こ
と
が
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
、
年
収
１
５
０
万

円
以
下
の
階
層
を
も
っ
と
細

か
く
定
め
、
家
賃
の
免
除
の

階
層
を
設
け
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、
町
長
の
所
信
を
伺
う
。

町
の
持
ち
出
し
分
と
な
る
。

　
年
収
１
５
０
万
円
以
下
の

階
層
を
も
っ
と
細
か
く
定
め
、

家
賃
免
除
の
階
層
を
設
け
る

べ
き
と
の
質
問
だ
が
、
現
在

の
居
室
料
は
、
平
成
　
年
の

１３

開
設
以
来
改
定
は
行
っ
て
お

ら
ず
、
過
去
に
は
料
金
見
直

し
の
検
討
を
行
っ
た
経
緯
は

あ
る
が
、
据
え
置
い
た
ま
ま

の
状
態
で
あ
る
。

　
現
在
、
第
７
期
長
万
部
町

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
を
「
共
に

支
え
合
い
、
長
寿
で
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

に
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
こ
の
計
画
に
高
齢
者
生

活
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
位
置
づ

け
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
２
年
度
の
第
８
期
計
画

策
定
作
業
の
段
階
で
、
今
回

介
護
度
が
低
い
方
が
入
所
で

き
、
３
食
提
供
な
の
で
本
当

に
あ
り
が
た
い
。
長
万
部
で

生
活
し
た
い
方
も
た
く
さ
ん

い
る
。
収
入
の
部
分
で
カ
ッ

ト
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

再
度
答
弁
を
求
め
る
。

　
町
長
　
料
金
の
見
直
し
を

す
る
場
合
、
１
５
０
万
円
以

下
だ
け
を
見
直
し
て
、
２
０

０
万
円
以
上
を
見
直
さ
な
い

と
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、

階
層
区
分
が
今
３
分
割
の
も

の
を
６
分
割
に
し
て
上
も
あ

げ
る
。
こ
う
い
う
考
え
方
で

や
ら
な
い
と
公
平
性
が
保
た

れ
な
く
な
る
。
検
討
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
を
い
た
だ
い
た
年
収
１

５
０
万
円
以
下
の
階
層
区
分

も
含
め
、
料
金
体
系
全
体
に

つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

　
柏
倉
　
過
去
に
料
金
の
検

討
を
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

据
え
置
き
に
な
っ
た
理
由
は
。

　
保
健
福
祉
課
長
　
過
去
に

施
設
を
増
設
し
た
際
、
食
事

の
提
供
を
含
め
検
討
し
た
経

緯
は
残
っ
て
い
る
が
、
年
月

が
相
当
経
っ
て
お
り
、
ど
の

よ
う
な
内
容
で
見
送
っ
た
か

経
過
は
わ
か
ら
な
い
。

　
柏
倉
　
国
民
年
金
収
入
の

み
で
、
こ
こ
の
施
設
に
は
入

所
で
き
な
か
っ
た
が
、
黒
松

内
の
施
設
に
は
入
居
す
る
こ

と
が
で
き
た
方
が
い
る
。
黒

松
内
で
は
家
賃
の
補
助
を
し

て
い
る
か
ら
だ
。

　
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

長
万
部
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
家
賃
見
直
し
を

（
町
長
）
第
８
期
介
護
計
画
策
定
作
業
の
中
で
検
討
す
る

献
 
柏
倉
　
恵
里
子
　
議
員
 
献

　
町
長
　
長
万
部
町
高
齢
者

生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用

す
る
方
に
は
、
居
室
料
お
よ

び
食
費
、
管
理
費
を
負
担
い

た
だ
く
。
居
室
料
は
、
収
入

に
よ
る
階
層
で
区
分
さ
れ
て

お
り
、
単
身
用
居
室
は
、
１

５
０
万
円
以
下
は
月
額
１
万

５
千
円
、
１
５
０
万
円
か
ら

２
０
０
万
円
ま
で
は
月
額
２

万
円
、
２
０
０
万
１
円
以
上

は
月
額
２
万
５
千
円
と
な
っ

て
い
る
。
食
費
、
管
理
費
の

合
計
は
、
入
居
す
る
部
屋
に

も
よ
る
が
、
月
額
６
万
円
前

後
と
な
る
。

　
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
運
営
は
、
令
和
元
年

度
に
お
い
て
委
託
料
は
２
３

０
０
万
円
、
居
室
料
収
入
は

６
６
０
万
円
を
見
込
ん
で
お

り
、
差
引
１
６
４
０
万
円
が

高齢者生活福祉センター
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（７）おしゃまんべ議会だより 第２０１号

　
柏
倉
　
全
国
的
に
介
護
従

事
者
が
不
足
し
て
お
り
、
長

万
部
町
も
例
外
で
は
な
い
。

そ
の
背
景
に
は
い
ろ
い
ろ
、

様
々
な
理
由
が
存
在
す
る
と

思
う
が
、
介
護
を
目
指
す
人

の
後
押
し
も
必
要
な
こ
と
と

思
う
。
現
在
は
研
修
を
行
う

他
市
町
村
ま
で
出
向
い
て
い

る
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
１

３
０
時
間
必
要
で
、
最
短
で

も
１
か
月
か
か
る
。
受
講
料

プ
ラ
ス
交
通
費
も
か
さ
む
が
、

移
動
時
間
も
負
担
と
な
っ
て

い
る
。

　
開
催
す
る
に
は
あ
る
程
度

の
受
講
人
数
が
必
要
な
よ
う

な
の
で
、
近
隣
町
村
に
も
声

か
け
を
し
て
人
数
を
ま
と
め
、

高
校
生
の
受
講
も
斡
旋
す
る

な
ど
、
挑
戦
し
た
い
方
が
挑

戦
で
き
る
環
境
を
長
万
部
町

で
作
っ
て
は
い
か
が
か
。
町

長
の
所
信
を
伺
う
。

　
町
長
　
長
万
部
町
社
会
福

祉
協
議
会
が
平
成
　
年
度
か

３０

ら
実
施
し
て
い
る
、
福
祉
・

介
護
の
人
材
の
安
定
的
な
確

保
と
定
着
を
図
る
た
め
の
福

祉
資
格
取
得
等
助
成
事
業
に

対
し
、
町
で
は
補
助
を
行
っ

て
い
る
。

　
事
業
の
内
容
は
、
福
祉
ま

た
は
介
護
に
関
す
る
資
格
を

取
得
し
た
、
ま
た
は
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
等
に
関
す
る
必
要

な
講
座
等
を
受
講
し
た
町
内

に
住
所
を
有
し
て
い
る
者
、

町
内
の
福
祉
施
設
に
就
労
す

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
者
、

も
し
く
は
現
に
就
職
し
て
い

る
者
に
対
し
、
受
講
料
、
受

験
料
、
交
通
費
、
宿
泊
費
の

合
計
額
５
万
円
を
限
度
額
と

し
て
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
　
年
度
の
実
績
は
、
介

３０

護
福
祉
士
実
務
者
研
修
、
介

護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
な

ど
を
受
講
し
た
４
名
に
対
し

て
助
成
し
て
い
る
。

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
は
、

過
去
に
は
町
内
で
も
開
催
さ

れ
て
い
た
が
、
現
在
は
受
講

す
る
方
が
少
な
い
た
め
開
催

さ
れ
て
い
な
い
。
最
近
に
お

い
て
も
、
研
修
会
開
催
の
た

め
事
業
者
が
社
会
福
祉
協
議

会
や
町
内
事
業
所
を
訪
問
し

た
が
、
希
望
者
が
少
な
い
と

伺
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
な
か
、
他
町
村
に
声

掛
け
し
て
の
研
修
会
開
催
は

難
し
い
と
考
え
る
。

　
当
面
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

福
祉
資
格
取
得
等
助
成
事
業

を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
広
報
活
動
に
努

め
る
。

町内で介護職員初任者研修の開催を

（町長）受講者が少ないため難しい

― 柏倉　恵里子　議員 ―
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北
川
　
地
方
創
生
事
業
の

一
環
で
あ
る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
は
５
年
計
画
の
最
終
年
度

と
な
っ
た
が
、
現
在
の
進
捗

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
１
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

増
設
計
画
の
結
論
は
。

　
２
、
温
泉
熱
利
用
の
設
備

計
画
や
整
備
は
ど
の
程
度
進

ん
で
い
る
の
か
。

　
３
、
ト
マ
ト
の
収
穫
実
績

は
順
調
に
推
移
を
し
て
い
る

の
か
。

　
４
、
首
都
圏
青
果
市
場
に

お
け
る
高
価
格
帯
で
の
販
路

拡
大
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
町
長
　
１
、
今
年
度
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
増
設
計
画
に

つ
い
て
は
、
高
価
格
帯
で
の

販
売
ル
ー
ト
拡
大
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
や
、
従
業
員
等
の

退
職
な
ど
が
あ
り
、
体
制
を

再
構
築
し
て
い
る
中
で
の
今

年
度
中
の
規
模
拡
大
は
難
し

く
、
実
施
し
な
い
。

　
２
、
現
在
、
理
科
大
に
供

給
し
て
い
る
温
泉
送
水
管
を

途
中
か
ら
分
岐
し
、
ハ
ウ
ス

内
暖
房
の
一
部
の
熱
源
に
利

用
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
設

備
の
設
置
を
今
年
度
中
に
実

施
し
た
い
。

　
３
、
７
月
中
は
日
照
が
ほ

と
ん
ど
無
く
、
栽
培
に
良
く

な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
が
、

現
在
は
日
照
時
間
も
回
復
し
、

収
穫
量
・
糖
度
を
上
げ
て
い

け
る
状
況
と
な
っ
て
き
た
。

　
４
、
首
都
圏
青
果
市
場
で

の
販
売
は
、
輸
送
コ
ス
ト
が

最
大
の
ネ
ッ
ク
の
た
め
、
今

後
は
輸
送
コ
ス
ト
が
安
く
、

高
価
格
帯
で
販
売
で
き
る
道

内
で
の
流
通
に
シ
フ
ト
す
る

よ
う
対
応
し
、
ま
ず
は
安
定

し
た
収
益
の
確
保
を
目
指
し

て
い
る
。

　
北
川
　
１
、
交
付
金
の
対

象
期
間
中
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
２
棟
体
制
で
の
生
産
が

確
定
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
ハ
ウ

ス
の
棟
数
は
、
今
年
度
は
２

棟
で
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

　
北
川
　
２
、
現
在
、
平
里

の
温
泉
井
か
ら
理
科
大
ま
で

給
水
管
で
温
泉
を
供
給
し
て

い
る
。
理
科
大
に
行
く
手
前

で
分
岐
し
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
に
迂
回
さ
せ
る
と
、
理
科

大
の
風
呂
が
使
え
な
く
な
る

の
で
は
。
ま
た
、
温
泉
水
の

温
度
は
何
度
あ
る
の
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
冬
期

間
の
暖
房
に
利
用
し
た
い
と

の
こ
と
で
、
理
科
大
の
送
水

に
影
響
の
な
い
よ
う
、
冬
休

み
期
間
中
の
稼
働
を
検
討
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
温

度
は
、
温
泉
送
水
管
設
置
の

段
階
で
は
　
寿
前
後
あ
る
。

４４

　
北
川
　
で
は
、
理
科
大
生

が
入
寮
し
て
い
る
期
間
中
は

こ
の
装
置
は
使
え
な
い
こ
と

に
な
る
が
、
具
体
的
に
ど
ん

な
仕
組
み
な
の
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
熱
交

換
の
仕
組
み
の
詳
し
い
仕
様

は
聞
い
て
い
な
い
が
、
単
純

に
温
泉
水
を
回
す
の
で
は
な

く
、
温
泉
水
か
ら
熱
を
交
換

し
た
液
を
回
す
と
い
う
形
で

検
討
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
北
川
　
　
寿
の
お
湯
を
熱

４４

交
換
し
て
、
長
さ
１
０
０
メ

ー
ト
ル
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
２
棟
循
環
さ
せ
て
、
ど
の

地
方
創
生
事
業
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
進
捗
状
況
は

（
町
長
）
計
画
ど
お
り
の
進
捗
状
況
で
は
な
い
が

　
　
　
　
　
　
　
安
定
収
益
の
確
保
を
目
指
し
て
い
る

献
 
北
川
　
佳
嗣
　
議
員
 
献

程
度
の
熱
量
が
確
保
さ
れ
る

の
か
。
実
証
実
験
等
で
デ
ー

タ
の
取
得
は
し
て
い
る
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
ま
だ

デ
ー
タ
は
取
得
し
て
い
な
い
。

設
計
上
で
は
全
て
の
ハ
ウ
ス

に
熱
源
の
供
給
は
で
き
ず
、

一
部
の
熱
源
と
し
て
利
用
す

る
と
聞
い
て
い
る
。

　
北
川
　
交
付
金
申
請
の
段

階
で
は
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
部

門
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
部
門
に

分
か
れ
て
い
る
。
ハ
ー
ド
部

門
に
関
し
て
は
１
０
０
％
関

連
企
業
内
で
資
金
調
達
の
め

ど
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
ソ

フ
ト
部
門
の
交
付
金
及
び
補

助
金
を
１
０
０
％
使
う
と
申

請
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
ソ
フ
ト
部
門
か
、
ハ
ー

ド
部
門
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
施
設

に
つ
い
て
は
ハ
ー
ド
部
門
と

な
り
、
民
間
業
者
が
経
費
を

持
つ
。
設
計
な
ど
は
、
ソ
フ

ト
部
門
と
し
て
交
付
金
を
投

入
で
き
る
。

高糖度ミニトマト
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辻
　
例
年
１
月
か
ら
３
月

に
か
け
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
、
小
・
中
学
校
が
学

年
閉
鎖
や
臨
時
休
校
す
る
こ

と
に
よ
る
勉
強
の
遅
れ
や
、

学
校
行
事
の
日
程
変
更
な
ど

が
懸
念
さ
れ
る
。
本
町
で
は
、

町
広
報
に
よ
る
予
防
接
種
の

啓
発
、
学
校
と
保
護
者
と
の

連
携
に
よ
る
早
期
の
接
種
に

よ
り
、
重
症
患
者
や
不
慮
の

事
故
の
発
生
は
少
な
い
の
で

は
な
い
か
。
予
防
接
種
を
す

る
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
罹
っ
て
も
症
状
が
軽
く
、

低
学
年
の
子
に
は
体
の
負
担

軽
減
に
も
な
る
が
、
接
種
は

任
意
で
あ
り
、
接
種
率
は
あ

ま
り
高
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
さ
ら
に
、
町
広
報
な

ど
で
予
防
接
種
の
啓
発
に
取

組
む
と
と
も
に
、
高
校
生
以

下
の
接
種
を
無
料
化
し
、
接

種
率
を
上
げ
る
こ
と
が
医
療

費
の
適
正
化
に
も
繋
が
る
の

で
は
。
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
町
長
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
よ
る
重
症
患
者

や
事
故
の
発
生
に
つ
い
て
は
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
報
告
さ

れ
て
い
な
い
。
　
　

　
次
に
、
小
学
校
低
学
年
以

下
の
予
防
接
種
の
接
種
率
に

つ
い
て
、
長
万
部
町
立
病
院

に
て
接
種
し
た
　
歳
以
下
の

１０

子
は
、
平
成
　
年
１
１
６
名

２８

　
・
５
％
、
平
成
　
年
度
　

３４

２９

９６

名
　
・
４
％
、
平
成
　
年
度

２８

３０

１
０
９
名
　
・
９
％
で
あ
る
。

３３

町
外
の
病
院
で
接
種
す
る
方

も
い
る
の
で
、
実
際
の
接
種

率
は
も
う
少
し
高
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
医
療
費
適
正
化
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
予
防
接
種
の
啓

発
な
ど
感
染
予
防
の
周
知
に

引
き
続
き
取
り
組
む
。
ま
た
、

子
ど
も
の
予
防
接
種
料
金
の

無
料
化
に
つ
い
て
は
、
現
段

階
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
が
、
今
後
様
々
な
動
向
を

み
な
が
ら
助
成
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
辻
　
　
歳
以
上
の
予
防
接

６５

種
の
補
助
事
業
内
容
と
、
対

象
者
数
・
接
種
率
は
。

　
健
康
推
進
室
長
　
接
種
料

金
の
う
ち
千
円
を
補
助
、
生

活
保
護
者
は
無
料
。
平
成
　２８

年
度
は
実
施
者
数
８
１
８
名
、

接
種
率
　
・
４
％
。
平
成
　

３６

２９

年
度
７
９
９
名
、
　

・
６
％
。

３５

平
成
　

年
度
８
３
１
名
、

３０

　
・
４
％
。

３７　
辻
　
他
町
村
の
病
院
で
の

接
種
も
含
む
数
字
か
。

　
健
康
推
進
室
長
　
こ
の
事

業
は
長
万
部
町
立
病
院
と
の

委
託
契
約
な
の
で
、
町
立
病

院
で
の
実
施
分
で
あ
る
が
、

施
設
入
所
者
や
長
期
入
院
の

方
は
町
立
病
院
で
接
種
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
入

所
施
設
内
も
し
く
は
入
院
先

病
院
内
で
接
種
し
て
い
る
。

　
辻
　
高
校
生
以
下
の
予
防

接
種
対
象
年
齢
は
。

　
健
康
推
進
室
長
　
生
後
６

か
月
か
ら
だ
が
、
実
際
は
１

歳
過
ぎ
て
か
ら
の
接
種
が
多

い
。

　
辻
　
受
診
率
が
高
齢
者
も

子
ど
も
も
３
分
の
１
程
度
で
、

あ
ま
り
高
く
な
い
。
や
は
り

予
防
接
種
率
を
上
げ
、
症
状

が
軽
く
済
め
ば
医
療
費
の
適

正
化
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

インフルエンザ予防接種の無料化について

（町長）受診率などの経過を見ながら　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　今後検討する

― 辻　　紀樹　議員 ―

　
何
で
も
無
料
化
に
と
い
う

の
は
時
代
に
即
さ
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
子
ど
も
達
も

　
歳
以
上
と
同
じ
よ
う
な
補

６５助
事
業
を
実
施
し
て
は
。

　
町
長
　
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
の
無
料
化
は
実
施
し
て

い
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と

い
う
の
は
、
子
ど
も
の
状
況

や
体
力
な
ど
健
康
問
題
も
含

め
、
国
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
は

個
々
の
保
護
者
の
判
断
と
し

て
い
る
。
予
防
接
種
を
無
料

化
に
す
る
こ
と
は
当
面
や
る

つ
も
り
は
な
い
が
、
今
後
、

子
ど
も
達
の
受
診
率
が
高
く

な
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

経
過
を
見
な
が
ら
検
討
し
た

い
。
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委 員 会 活 動

８月８日

　①商工観光振興

　　観光客入込数の状況、合宿誘致事業

（現地調査）、あつまんべ利用状況、

商工事業者経営改善等支援について

調査

９月３日

　①農業振興

　　公共牧場入牧状況、道営草地整備事

業について調査（現地調査）

　②所管事務調査

　　第４回定例会までの所管事務調査を

協議

産業建設常任委員会

８月29日

　①シャクシャインロード事業

　　シャクシャインロード事業について

　　調査

　②防災事業

　　防災行政無線整備について調査

９月９日

　①町税徴収対策

　　町税等徴収実績、滞納処分執行状況、

収納状況、渡島・檜山地方税滞納整

理機構について調査

　②子ども子育て支援事業

　　子ども子育て支援事業（幼児教育・

保育の無償化）について調査

　③所管事務調査

　　第４回定例会までの所管事務調査を

協議

総務常任委員会

７月12日

　①第３回臨時会の運営について協議

９月９日

　①第３回定例会の会期及び日程、提出

される議案などの取扱い、第４回定

例会までの所管事務調査について協

議

９月12日

　①第３回定例会の運営について協議

９月18日

　①第３回定例会の運営について協議

議会運営委員会



（１１）おしゃまんべ議会だより 第２０１号

　第４回定例会（１２月）までの各常任委員会、議会運営委員会の所管事務等調査事項は、次

のとおりです。

《総務常任委員会》　

　・子ども子育て支援事業　・国民健康保険運営状況　・病院事業　・公共施設の管理運営

《産業建設常任委員会》

　・林業振興　・公園事業　・漁業振興　・農業振興

《議会運営委員会》　

　・議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項

所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調所管事務調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ががががががががががががががががががががが受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容（委員会が受け持っている調査内容））））））））））））））））））））））

１０９８７６５４３２１

開催日会　　議　　名 辻
　（義）

柏
倉

北
川

高
森

橋
本

長
﨑

大
谷

高
橋

辻
　（紀）

村
川

○○○○○○○○○○９月１２日

第 ３ 回 定 例 会 ○○○○○○○○○○９月１８日

○○○○○○○○○○９月２０日

○○○○○○○○○○７月１８日第 ３ 回 臨 時 会

○○×○○○○○○○７月１２日

全 員 協 議 会
○○○○○○○○○○８月２９日

○○○○○○○○○○９月９日

○○○○○○○○○○９月２０日

○○○○○○○○○○８月２９日
総 務 常 任 委 員 会

○○○○○○○○○○９月９日

○○○○○○○×○○８月８日
産業建設常任委員会

○○○○○○○○○○９月３日

○○×○○○○○○○７月１２日

議 会 運 営 委 員 会
○○○○○○○○○○９月９日

○○○○○○○○○○９月１２日

○○○○○○○○○○９月１８日

○○○○○○○○○○８月８日まちづくり・新幹線
調 査 特 別 委 員 会

○－○－○○－○－－７月５日
議 会 広 報 編 集
特 別 委 員 会

○－×－○○－○－－７月１２日

－－－－－９月１８日

○（出席）　×（欠席）　－（出席対象外）

● 議員の出席簿 ● 令和元年７月～令和元年９月

７月５日

　①議会だより第２００号の編集

７月12日

　①議会だより第２００号の編集

９月18日

　①議会だより第２０１号の編集

議会広報編集特別委員会

８月８日

　①まちづくり新幹線等に関する調査

　　北海道新幹線の長万部町内における

構造概要と今後の進め方に関する説

明会、先進的アグリビジネス事業に

ついて調査

まちづくり・新幹線
調査特別委員会
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ま
ん
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よ
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議 会 う ご きの

 ７月　

　４日　渡島総合開発期成会札幌要望

　　　　（札幌市） 議　長

　６日　渡島地方消防総合訓練大会

 議　長

　18日　渡島町村議会議長会議

　　　　（函館市） 議　長

　19日　札幌長万部会（札幌市） 各議員

 ８月

　１日　道南地区林活議員連盟総会・研修

　　　　会（今金町） 各議員

　６日　渡島総合開発期成会中央要望

　　　　（東京都） 議　長

　24日　北渡島檜山４町議会連携協議会交

　　　　流大会（今金町） 各議員

　27日　渡島檜山町村議会議長連絡会議

　　　　（奥尻町） 議　長

 ９月

　７日　シャクシャイン慰霊旗リレー安全

　　　　祈願祭 各議員

　８日　ふれあいオリンピック 各議員

　12日　第３回定例会 全議員

　18日　第３回定例会 全議員

　20日　第３回定例会 全議員

議場のテレビ放映

役場１階ロビーで定例会、

臨時会の模様を放映して

います。

お願い

議長宛ての案内などの文書は、

議会事務局へ送付ください。

次の定例会は12月です

議会を傍聴してみませんか

署名をしないで傍聴することが

できるようになりました。

　
令
和
元
年
も

残
す
と
こ
ろ
２

か
月
と
な
り
ま

し
た
が
、
み
な

さ
ま
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
す
か
。

　
今
年
も
全
国
各
地
で
深
刻

な
災
害
が
発
生
し
、
な
か
で

も
９
月
　
月
に
発
生
し
た
台

１０

風
は
、
関
東
か
ら
東
北
ま
で

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　
当
町
で
も
昨
年
の
胆
振
東

部
地
震
で
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

を
経
験
し
、
防
災
に
対
す
る

意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
な

か
、
今
年
度
の
予
算
に
盛
り

込
ま
れ
た
災
害
情
報
伝
達
の

た
め
の
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
９
月
に

は
写
万
岳
送
信
局
が
、
　

月
１１

に
は
各
配
信
局
の
整
備
が
行

わ
れ
、
来
年
１
月
か
ら
は
各

家
庭
に
防
災
ラ
ジ
オ
が
配
布

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ま
も
災
害

に
対
す
る
備
え
を
今
一
度
確

認
し
、
防
災
に
対
す
る
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
委

員

長
　
長
﨑
　
　
厚

　
副
委
員
長
　
高
橋
　
克
英

　
委
　
　
員
　
橋
本
　
收
司

　
　
〃
　
　
　
北
川
　
佳
嗣

この広報紙は

再生紙を使っ

ています。


